
〈アレルギー食提供における配慮・管理〉 

完全除去対応により不足した栄養素は、代替食品を使用し栄養素を補います。 

 

◎献立作成時。 ※当園では、「除去食」・「代替食」には赤マーカーをつけています。 

① 配膳から喫食に至るまでに関わる職員が、ミスなく円滑に献立チェックをできるよう 

献立作成をしています。 

② アレルギー児の担任が献立をチェックし、「除去食」「代替食」のマーカー漏れ、間違い 

がないか等を複数で確認します。 

          

◎食事提供前。 

① 毎朝、朝礼でアレルギー献立を栄養士等が発表し、職員に周知し共有しています。 

② マグネット等を使ってアレルギー児の出欠を給食に知らせています。 

 

◎配膳前。 

① 給食を取りに行く職員が除去メニューの確認を行い、トレーの名前なども間違っていな 

いか等確認をし、確認後、給食室引き渡しサイン、職員受け取りサインをし、受け取ります。 

② 食事を取りに行った職員は、クラスに戻った際に、クラス職員に「今日はアレルギー食 

なのか」「変更があるのか」「代替食は何か」等を伝えます。 

③ アレルギー食の場合は何のアレルゲンが入っているのかを伝えます。 

（理由） 

・どのメニューにアレルゲンが入っているのかを把握することで摂食・接触させていけ 

ないものが分かり事故を防ぐために。 

・万が一触れたり食べてしまったりした場合も早期対応（すぐに洗う。うがいができる 

児はうがいをする）等ができるように。 

 

        

◎配膳時。 

① 指定の席にアレルギー児が着いている事を確認し、専用の布巾でテーブルを拭き、細心 

の注意を払い、先に配膳し職員が側に付きます。 

② おかわりも、アレルギー児専用のトレーにのせ、適量入った物にラップをしてあります。 

 

※市販のお菓子等を提供する際には、その都度原材料の表示の確認を行っています。 

 

  

 

 

 

アレルギー食解除の際には、保護者の方に「除去解除申請書」に必要事項を書い

て頂き、医師の指導に基づき複数回食べて症状が無いかを確認した上で、医師から

の解除許可を確認し、解除となります。 

※解除後も、体調によってアレルギー症状が出る場合もあるので、対象のお子さんの様子 

はよく観察します。 


